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四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
東
京
都
の
南
東
約
千
九
百
五
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
笠
原
諸
島
硫
黄
島
の
東
方
約
千
二

百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
南
鳥
島
と
そ
の

周
辺
海
域
で
あ
る
。

南
鳥
島
は
、
周
囲
が
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

海
洋
島
で
あ
り
、
海
底
火
山
の
頂
部
に
付
着
し
た
サ

ン
ゴ
礁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
全
島
が
砂
礫
質
で
、

平
坦
な
地
形
で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
海
域
に
も
サ
ン

ゴ
礁
が
発
達
し
て
い
る
。

植
生
は
、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ハ
イ
シ
バ
、
モ

ン
パ
ノ
キ
等
の
海
岸
性
の
植
物
が
大
半
を
占
め
、
林

相
は
高
木
林
は
な
く
亜
高
木
林
と
低
木
林
か
ら
な

る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
南
鳥
島
に

は
環
境
省
が
作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
絶
滅
危
惧
Ò
Ｂ
類
の
ア
カ
オ
ネ
ッ
タ
イ
チ
ョ

ウ
の
繁
殖
及
び
コ
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
営
巣
が
、
ま
た
セ

グ
ロ
ア
ジ
サ
シ
、
ク
ロ
ア
ジ
サ
シ
の
集
団
繁
殖
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
種
を
含
め
、過
去
に
は
、

ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
、
カ
ツ
オ
ド
リ
等
十
一
種
の

海
鳥
類
の
繁
殖
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
海
鳥
類
の
集
団
繁

殖
地
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
区
域
を

集
団
繁
殖
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に

お
い
て
集
団
で
繁
殖
す
る
鳥
類
の
保
護
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

当
該
区
域
は
国
の
関
係
機
関
職
員
が
滞
在
し
て

い
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
集
団
繁
殖
地
の
環
境
は

現
状
の
ま
ま
保
全
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

ロ

鳥
類
を
捕
食
す
る
可
能
性
の
あ
る
ノ
ネ
コ
や
ネ

ズ
ミ
類
の
生
息
状
況
や
侵
略
的
外
来
種
の
侵
入
の

有
無
、
漂
流
、
漂
着
ゴ
ミ
の
状
況
等
に
つ
い
て
情

報
収
集
を
行
い
、
鳥
類
の
生
息
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
環
境
変
化
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
早
期
に

適
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

ハ

国
の
関
係
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
と
連

携
協
力
を
図
り
、
海
鳥
の
生
息
・
繁
殖
環
境
を
適

切
に
保
持
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
。

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

国
指
定
紀
伊
長
島
鳥
獣
保
護
区
は
三
重
県
南
部
の

熊
野
灘
に
面
し
た
海
面
と
沖
合
の
島
し
ょ
並
び
に
こ

れ
ら
に
面
し
た
河
川
の
河
口
や
海
跡
湖
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
同
鳥
獣
保
護
区
の
海
岸
線
は
沈
降
海
岸
特
有

の
複
雑
な
海
岸
線
を
呈
し
て
お
り
、
急
斜
面
や
断
崖

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
海
岸
の
内
側
に
は

海
跡
湖
が
見
ら
れ
る
。
沖
合
は
多
島
海
景
観
を
呈
し

て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
植
生
の
あ
る
比
較
的
面
積
の

大
き
な
島
や
、
岩
礁
な
ど
大
小
様
々
な
島
々
が
見
ら

れ
る
。
島
し
ょ
は
い
ず
れ
も
無
人
島
で
、
人
為
的
な

影
響
を
受
け
に
く
く
、
自
然
度
の
高
い
植
生
が
残
さ

れ
て
い
る
。
多
く
の
島
は
周
囲
が
海
蝕
崖
に
取
り
囲

ま
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
は
砂
浜
や
礫
浜
が
あ
り
、

鈴
島
に
は
海
跡
湖
が
存
在
す
る
。
大
島
、
鈴
島
な
ど

比
較
的
面
積
の
大
き
な
島
に
は
ス
ダ
ジ
イ
、
ク
ス
ノ

キ
、
タ
ブ
ノ
キ
等
の
暖
温
帯
性
常
緑
広
葉
樹
か
ら
な

る
照
葉
樹
林
が
発
達
し
、
海
岸
付
近
に
は
ト
ベ
ラ
、

タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
、
シ
ャ
リ
ン

バ
イ
等
の
常
緑
広
葉
樹
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
砂
浜

や
礫
浜
に
は
オ
オ
バ
グ
ミ
、
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ハ
マ
オ
モ

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

集
団
繁
殖
地
の
保
護
区
と
し
て
、
カ
ン
ム
リ
ウ

ミ
ス
ズ
メ
を
始
め
と
す
る
鳥
類
の
良
好
な
生
息
、

繁
殖
環
境
が
保
た
れ
る
よ
う
適
切
な
管
理
に
努
め

る
。

ロ

鳥
獣
保
護
区
管
理
員
に
よ
る
鳥
獣
の
生
息
・
繁

殖
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
研
究
機
関
か
ら

の
情
報
収
集
等
に
よ
り
、
区
域
内
の
鳥
獣
の
生
息

状
況
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
保
全
対
策

を
講
じ
る
。

ハ

島
し
ょ
部
に
お
け
る
移
入
鳥
獣
の
生
息
状
況
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関

係
機
関
等
と
連
携
協
力
し
て
対
策
を
講
じ
る
。

ニ

鳥
獣
を
驚
か
す
よ
う
な
人
の
不
用
意
な
行
為
、

ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
獣
の
生
息
・
繁
殖
へ
の

影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
現
場
の
巡
視
や
関
係
地

方
公
共
団
体
、
関
係
機
関
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域

住
民
等
と
連
携
協
力
し
て
入
込
者
に
対
す
る
普
及

啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

ト
、
ヒ
メ
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ハ
マ
ウ
ド
、
ツ
ワ
ブ
キ
等
が

灌
木
林
や
草
地
を
形
成
し
て
い
る
。
耳
穴
島
な
ど
比

較
的
面
積
の
小
さ
な
島
で
は
ク
ロ
マ
ツ
、
ウ
バ
メ
ガ

シ
、
ト
ベ
ラ
等
の
低
木
林
が
見
ら
れ
る
。
島
を
取
り

巻
く
海
蝕
崖
の
岩
壁
の
亀
裂
や
岩
石
の
隙
間
に
は
ス

ス
キ
、
ツ
ワ
ブ
キ
等
の
草
本
や
ク
ロ
マ
ツ
、ト
ベ
ラ
、

ウ
バ
メ
ガ
シ
等
の
稚
樹
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
周
辺
海

域
は
紀
伊
半
島
で
も
屈
指
の
好
漁
場
と
な
っ
て
お

り
、
海
鳥
の
餌
と
な
る
魚
類
等
が
豊
富
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
三
十
七
科
九
十
一
種
の
鳥
類
の
生
息
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
特
に
人
為
的
な
影
響
を
受
け
に
く

い
島
し
ょ
部
で
は
、
環
境
省
が
作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
Ó
類
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス

ズ
メ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
ア
マ
ツ
バ
メ
、
ク
ロ
サ
ギ
等
が

海
蝕
崖
や
周
辺
の
岩
場
、
低
木
林
等
を
利
用
し
て
繁

殖
し
て
い
る
。

ま
た
、
照
葉
樹
林
の
樹
上
や
林
床
を
利
用
し
て
準

絶
滅
危
惧
の
カ
ラ
ス
バ
ト
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
等

が
繁
殖
し
て
い
る
他
、
海
岸
付
近
の
灌
木
林
等
で
は

絶
滅
危
惧
Ò
Ｂ
類
の
ウ
チ
ヤ
マ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
が
、
海

岸
付
近
の
岩
場
で
は
絶
滅
危
惧
Ò
Ｂ
類
の
オ
ヒ
キ
コ

ウ
モ
リ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
該
区
域
は
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ

メ
や
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
等
の
鳥
類
等
の
繁
殖
地
と

し
て
重
要
な
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
区
域
を

集
団
繁
殖
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に

お
い
て
繁
殖
す
る
鳥
類
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
の

で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称

南
鳥
島
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

東
京
都
小
笠
原
村
所
在
南
鳥
島
の
区
域
（
南
鳥
島
飛

行
場
の
滑
走
路
、
駐
機
場
、
同
滑
走
路
の
北
端
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
滑
走
路
の
西
側
長
辺
の
延
長
線
を

北
東
へ
進
み
同
延
長
線
と
海
岸
線
（
南
鳥
島
平
均
海
面

時
の
海
岸
線
を
い
う
。以
下
同
じ
。）と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
海
岸
線
を
南
進
し
同
滑
走
路
東
側
長
辺
の
延

長
線
と
海
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
延
長

線
を
南
西
へ
進
み
同
滑
走
路
の
東
端
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
滑
走
路
の
北
側
短
辺
を
北
西
へ
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
る
区
域
及
び
同
滑
走
路
の
西
端
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
滑
走
路
西
側
長
辺
の
延
長
線
を
南
西

へ
進
み
同
延
長
線
と
海
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
海
岸
線
を
東
進
し
同
滑
走
路
東
側
長
辺
の
延
長
線

と
海
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
延
長
線
を

北
東
へ
進
み
同
滑
走
路
の
南
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

滑
走
路
の
南
側
短
辺
を
北
西
へ
進
み
起
点
に
至
る
線
と

同
滑
走
路
に
囲
ま
れ
る
区
域
を
除
く
。）並
び
に
海
岸
線

か
ら
沖
合
四
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
海
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
更

新
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称

紀
伊
長
島
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
紀
伊
長
島
区
民
有
林
一
〇

二
〇
イ
林
班
か
ら
同
エ
林
班
ま
で
及
び
同
民
有
林
一
〇

二
〇
イ
林
班
か
ら
同
エ
林
班
に
囲
ま
れ
た
区
域
、
並
び

に
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
紀
伊
長
島
区
と
同
町
海
山

区
の
境
界
線
と
海
岸
線
（
東
京
湾
平
均
海
面
時
の
海
岸

線
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
の
交
点
（
玉
津
鼻
）
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
北
進
し
江
ノ
浦
大
橋
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
江
ノ
浦
大
橋
を
北
進
し
江

の
浦
大
橋
と
江
ノ
浦
湾
口
の
北
端
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
海
岸
線
を
北
進
し
赤
羽
川
河
口
右
岸
の
南
端

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
北
西
に
進
み
長
島
橋

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
長
島
橋
を
同
川
左
岸
側

に
渡
り
同
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川

左
岸
を
南
東
に
進
み
同
川
河
口
左
岸
の
南
端
に
至
り
、

同
所
か
ら
海
岸
線
を
東
進
し
荻
原
川
河
口
の
右
岸
側
南

端
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
の
右
岸
を
北
進
し
片
上
池

の
南
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
片
上
池
の
湖
岸
堤
防
を
北

進
し
片
上
川
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
北

進
し
紀
北
町
道
片
上
駅
前
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
線
を
南
進
し
片
上
池
の
湖
岸
堤
防
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
池
の
湖
岸
堤
防
を
西
進
し
荻
原
川

左
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
の
左
岸
を
南
進
し
同
川

河
口
の
左
岸
側
南
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
東

進
し
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
と
同
県
度
会
郡
大
紀
町

の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
所
と
平
瀬

島
の
中
心
点
、
耳
穴
島
の
東
端
、佐
婆
留
島
の
中
心
点
、

黒
島
の
中
心
点
及
び
玉
津
鼻
を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
線

（
以
下
「
海
上
線
」
と
い
う
。）を
進
み
起
点（
玉
津
鼻
）

に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に
海
上
線
の
外

側
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域
一
円

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

Ÿ
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